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定置で利用できるカーボン
フリー発電の需要の増加に   

プラチナベースの技術が一役 
 
 
 
 
 
 
 
 

固体高分子型 (PEM) 水電解装置能力は今年、5.5 
ギガワットに (2022年は約 1 ギガワット)、そし

てモビリティー用とは別の定置型の固体高分子

形燃料電池は 25 ％増の 566 メガワットに増える

とされる。この両方を合わせるとプラチナ需要

は 24 ％ 増える可能性がある。 

映画やテレビ番組制作会社はグリーン水素や定

置型燃料電池を利用してカーボンフットプリン

トを減らす努力を行なっており、ネットフリッ

クスは化石燃料やディーゼル発電に頼っている

制作現場で使う電力源を大きく変えようとして

いる。例えば、人気シリーズ『ブリジャートン

家』のシーズン２の撮影が 送電網のないロケ地

で行われた時には、グリーン水素で動く燃料電

池を搭載した水素エネルギーユニット (HPU) を
パイロットとして使用した。ネットフリックス

によると、HPU は騒音がなく静かなことも撮影

に役立ったということだ。 

BBC も同様に、2030年までにネットゼロを達

成する目標の一環としてグリーン水素で動く 
HPUを、動物の生態を観察する 人気番組

『Springwatch』と『Winterwatch』の番組制

作に使っている。 

BBC は、ディーゼル発電機を使わないことで 7ト
ンもの炭素排出量を抑えたとしており、この試

みをテレビ業界に発表して同様の動きを広める

計画だ。 

ネットフリックスと BBC が使ったグリーン水素

と HPU は、英国にある GeoPura が Siemens 
Energyと共同で開発し提供したもの。水電解装

置を使ってグリーン水素の製造、貯蔵、利用を

一体化して行うユニットで、カーボンフリーな

再生可能エネルギーで、特注 HPU を稼働させ

る。 HPU は水素燃料を使ってエミッションフリ

ーの発電を行い、同時にユニットの燃料電池の

充電も行う。様々な用途に電力を供給しながら

も、排出するのは水のみだ。 
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発電と貯蔵の分散化 
グリーン水素の製造と貯蔵を定置型燃料電池

と一体化させ、バッテリー電気自動車の充電

インフラの普及の足がけとする試みも始まっ

ている。送電と貯蔵を分散化させて送電網へ

の負荷を解消するためだ。固体高分子膜技術

の大手 Plug Power は、昨今、ミニバンやレン

タカーなど商用車のバッテリー電池車の充電

に使える新たな高電力定置型燃料電池システ

ムを発表した。 

 

米国では2030年までに路上を走るバッテリー電気

自動車は 4800 万台になるとされるが、その 1割は 
特定の地点で一斉に充電が必要となる商用車で、

送電網への負担が懸念されている。Plug Power は
これに対し、自社の高電力定置型燃料電池シス

テムをグリーン水素ネットワークとともに使え

ば、いつでもどこでもゼロエミッションの電力が

利用可能であると提案している。 
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